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研究成果の概要（和文）：　本研究では、スポーツ史及び帝国＝コモンウェルス史の観点から、英連邦大会の初期の歴
史を見直し、その新たな局面を明らかにした。同大会は、帝国＝コモンウェルス史のなかのスポーツ文化の一つにとど
まるものではなかった。同大会とその開催事業によって、政治の世界でいうコモンウェルスとは別の「もうひとつのコ
モンウェルス」がつくりだされ、しかも政治とも関わりあう形で一定の社会的機能を果たしたのである。さらに、本研
究では、グローバルなスポーツ大会と本国の地域ナショナリズムの相互関係を視野に入れつつ、スコットランドの事例
を探ることによって、スポーツの世界でナショナリズムと帝国意識が交錯する様子をも明らかにした。

研究成果の概要（英文）： This research revisits the history of the Empire Games and the Commonwealth Games
 in the early period before and just after inauguration, and shows new phases from the perspective both of
 sports history and the Empire and Commonwealth history. The Games have not only been a part of sports cul
ture but created 'another Commonwealth' which is different from the (British) Commonwealth of Nations. Thi
s type of Commonwealth have socially made great effects interacted with the political one. It is also reve
aled that through inspecting the case in Scotland in the 1930s Nationalism in Great Britain was intertwine
d with the imperialism and national identity in the sports world from the point of view of the relationshi
p between the global sports event and nationalism in the home country.
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１．研究開始当初の背景 
 本研究代表者は、イギリス帝国史研究の展

開を視野に入れながら、近代イギリス社会の

ありようを探る研究にこれまでとりくんで

きた。とくに近年は、地域イヴェントの歴史

的特徴とその変容に着目して研究をすすめ

ている。その主な研究対象は、19世紀末から

20 世紀初頭にかけて盛んに開催された博覧

会と、20世紀初頭に開催ブームが巻き起こっ

た野外歴史劇「パジェント」である。娯楽や

余暇文化としてのイヴェントの特性に目配

りしながら、地域のさまざまな利害や集団が

関与する形で企画・運営されるイヴェントの

ありようと国家ないし帝国との関わりかた

に迫り、人びとの日常生活が営まれる「地域」

と、より包括的な（しばしば「想像された」）

共同体たる「ネーション」、「国家」、さらに

「帝国」という、重層的な空間が織りなす構

造とその歴史的特性を解明すべく、研究を進

めてきた。こうした「帝国を視野に入れつつ、

イヴェントをとおしてイギリス社会にアプ

ローチする」という本研究代表者の関心は、

帝国規模で開催され、現代に続くスポーツ大

会である英連邦大会へ向かった。そうした研

究上の関心の移行が本研究の主たる動機の

ひとつである。 

 もとよりスポーツとイギリス帝国や帝国

意識ないし帝国主義との関係を扱った研究

は国内外で大きく進展していた。また英連邦

大会についても1990年前後と2000年代半ば

以降になされた注目すべき先行研究がある。

ただ、この 80 年余り、オリンピックと同様

に４年に１度のサイクルで開催されてきた

国際スポーツ大会である英連邦大会の歴史

的変容に着目した研究は国内外とも管見の

かぎりほとんどなかった。帝国ないしコモン

ウェルスというグローバルな領域の存在を

前提としたスポーツ・イヴェントであると同

時に、開催国ないし開催都市にとっては国や

地域をあげて開催を誘致・推進する地域イヴ

ェントであるという特徴をもつ英連邦大会

は、その歴史的変容にこそ注目すべきである。

そうした考えに加えて、「英連邦大会」とい

うスポーツ・イヴェントをイギリス帝国史な

らびにスポーツ史の両方から新たにとらえ

直すことがそれぞれの領域でのさらなる研

究の展開につながるはずであると考えたこ

とも、本研究計画の出発点にあった。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、1930 年にエンパイア・ゲー

ムズとして始まり現在はコモンウェルス・ゲ

ームズとして開催されている「英連邦大会」

（英連邦競技会）について、スポーツ史及び

イギリス帝国史にかかる近年の研究成果を

ふまえ、その新たな展開を志向して考察を進

める。とくに第２次世界大戦をはさんで開催

された大会に着目し、（１）イギリス帝国史

のなかでの英連邦大会の位置づけとその変

容、（２）グローバルな規模でのスポーツ大

会と地域イヴェントとしてのスポーツ大会

という性格が交錯する諸相、の２点に焦点を

絞って、第２次世界大戦前後の地域社会・国

家・帝国・世界の劇的な情勢変化のなかでこ

の大会をとらえなおし、次のような点を明ら

かにすることが、本研究の目的である。 

（１）英連邦大会の開催事業に関わった個人

や諸集団が抱くさまざまな理念、利害、思惑、

それらのもつ社会的特性と影響力、スポー

ツ・イヴェントに付与される社会的表象の意

味、さらにはそれらすべてが地域や国家、帝

国ないしコモンウェルスという「想像の共同

体」に与えるインパクトを明らかにする。 

（２）20世紀前半の英連邦大会の変貌をより

広範な帝国＝コモンウェルス史及びグロー

バルな視点からの近現代史の文脈に据えた

観点からとらえなおし、その歴史的特性を明

らかにする。 

（３）帝国＝コモンウェルスをめぐる情勢が

大きく変化する時期にあっても４年に１度

のペースで開催されてきた英連邦大会の「グ



ローバルな規模のスポーツ・イヴェント」と

しての実像と国際社会におけるその独自性

を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

 まず、近現代イギリス史、イギリス帝国史、

コモンウェルス史、近代スポーツ史、カナダ

史、オーストラリア史、ニュージーランド史

などに関わる研究文献や一次史料の渉猟・収

集ならびにそれら史資料の整理とデータ作

成に着手した。とくに、平成 24 年２月末か

ら３月前半にかけての英国ロンドン（コモン

ウェルス事務局図書館、国立公文書館及び大

英図書館）での調査、同 24年 11月のスター

リング大学図書館（英国）での調査、同 25

年 9月のカナダ連邦公文書館（オタワ）での

調査により、先行研究でとりあげられたこと

のない一次史料を含む、貴重かつ有用な研究

材料を多く入手することができた。 

 これら文献及び史資料の収集と並行して、

データや情報の整理と分析・考察を進めた。

先行研究から得られる知見と一次史料のデ

ータを照合し再検討するなかで、従来の叙述、

議論、視角の見直しをおこなうとともに、先

行研究には現れない新たな知見も加えてい

った。最終年度の終わりに近い平成 26 年 1

月のロンドン（英国）での調査（国立公文書

館、コモンウェルス事務局図書館及び東ロン

ドン大学文書館）では、それまでの調査と考

察ではカバーしきれなかった部分を補う史

料も入手した。 

 このような手順で遂行した史料収集とそ

の整理・分析・考察の進展にしたがって、そ

こから導き出された成果をとりまとめる作

業も進めるべく、別記のような、1930 年代

すなわち最初期のエンパイア・ゲームズ開催

に関わるスコットランドのスポーツ界の動

きに焦点をあわせた論稿と、19世紀末の帝国

スポーツ・イヴェント提案からエンパイア・

ゲームが始まった 1930 年代までの経緯にか

かる先行研究を再検討するとともに新たな

知見で補完する論稿（いずれも英文）を執筆

した。 

 

４．研究成果 

 本研究の成果のひとつとして、収集した史

資料と先行研究などを照合・検証して、英連

邦大会（エンパイア・ゲームズ及びコモンウ

ェルス・ゲームズ）の開催状況に関する基礎

データを整理しなおしたことがあげられる。

開催大会について編年的にまとめられたも

のは大会統括団体であるコモンウェルス・ゲ

ームズ連盟の公式ホームページにも掲載さ

れているが、とくに最初期の大会の数値デー

タにブレがあることや、大会名称の変更の経

緯についてはそうした一般向け説明資料は

おろか先行研究にもふれられていなかった

こともあるので、本研究によってそれらを整

理し論稿のなかで公にしたことには一定の

意義がある。 

 成果の二つめは、本国及び自治領（オース

トラリア、カナダ、ニュージーランドなど）

からなる旧コモンウェルス諸国とアジア・ア

フリカ・カリブ海などの新興独立国からなる

新コモンウェルス諸国の、英連邦大会におけ

る位置づけ、大会への姿勢及びそれらの変容

について明らかにしたことである。この大会

は、新興独立国にとって、自己主張を展開す

る国際舞台として軽視できない意味をもっ

ていた。そこには帝国の「解体」ないし「崩

壊」とは逆向きのベクトルさえみいだせる。

英連邦大会の変貌は、帝国＝コモンウェルス

の変貌と並行しつつも、直接それを反映した

とも言い切れないことが、これもまた大会名

称の変更に際しておこなわれた議論とその

タイミングから見通すことができた。 

 三つめの成果として、先行研究でとりあげ

られたことのなかったスコットランド全国

スポーツ連盟の文書に拠って導き出された

知見と議論があげられる。そこでは、創成期



エンパイア・ゲームズの実情とあわせて、ス

コットランドにおけるスポーツ界の組織化

とエンパイア・ゲームズひいては帝国との関

係を明らかにした。第一回エンパイア・ゲー

ムズ以来、本国イギリスから英連邦大会には

本国内の三つのネーション（イングランド、

ウェールズ、スコットランド）がそれぞれ選

手団を派遣して大会に参加している。なかで

もスコットランドでは、他の二つのネーショ

ンに先んじて、英連邦大会の運営と代表選手

の選考と派遣に関する業務をおこなう国内

協会が設立された。同協会の当時の文書には、

本国内でいち早く─とりわけイングランド

よりも早く─協会を設立したことに根ざす

プライドがよみとれる。そのいっぽうで、ス

コットランドの協会が関知しないうちに大

会開催地の決定や変更の方向が決められて

いたことに対する中央統括団体（エンパイ

ア・ゲームズ連盟）への不満が噴出していた。

英連邦大会は、スコットランドにとって、帝

国の中核に位置し本国のネーションとして

も優位を誇る機会が得られる場であると同

時に、実務面で周縁的な位置にあったことを

認識する場でもあったことが明らかになっ

た。 

 上記３点を総括していえば、英連邦大会は、

帝国=コモンウェルス史にあって、スポーツ

文化の一事象にとどまらず、その政治的変容

と密接に関わりあうイヴェントであったこ

とが明らかになったといえる。とくに、帝国

=コモンウェルスの政治的変容を大会及びそ

れを運営するスポーツ諸団体がストレート

に被り、それを映しだしたわけではないとい

う点が注目に値する。いわば「もうひとつの

コモンウェルス」がスポーツ界につくりださ

れ、グローバルな空間で一定の社会的機能を

果たしていたのである。グローバルな規模の

スポーツ大会と地域社会の関係性の観点か

らは、スコットランドの事例によって、政治

の世界とは異なる帝国／コモンウェルス内

でのナショナリズムの交錯状況をみてとる

ことができた。 

 以上のような成果は、先行研究ではふれら

れたことのない事実であったり、すでに知ら

れていたことを修正したり、新たな視角から

再検討したりしたものである。これらの成果

について別記のとおり英文の論稿で公にし

たのも、研究史上の意義を見定めてのことで

ある。 

 今後の展望として、第 2次世界大戦後の大

会をより多くとりこんだ研究を進めること

で、本研究で解明したことを補完・補強する

ような知見と議論を積み重ねることができ

るであろうことが見込まれる。本研究では扱

いきれなかった多くの新史料とデータも確

認できているので、将来性のある課題に着手

し、本研究課題としては予期した以上の成果

を得られたものと考える。 
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